
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・刑法犯認知件数は戦後最少を更新し、検挙率は高水準を維持するなど、県内の治安は良好に推移 

・一方で、子ども・女性の安全を脅かす事案や高齢者を狙った特殊詐欺、交通死亡事故が後を絶たず、

予断を許さない状況 

・これらの課題や治安情勢の変化に対応し、県民が安全で安心して暮らせる福井を実現するため、 

「安全・安心ふくいプログラム」を策定 

 

県民が安全で安心して暮らせる福井の実現 目 的 

期 間 ２０２１年度～２０２２年度 

安全・安心ふくいプログラム ２０２１－２０２２（概要版） 

              ※ 下線は新規・拡充する取組 

第４ 交通事故から県民を守ります 

【警察】 

・反射材普及協力店等との連携、反射材シールの直接貼付活動、幼児・児童に対する交通安全  

教育等による反射材の効果の周知と普及促進 

・飲酒、著しい速度超過、横断歩行者妨害、あおり運転等の悪質・危険性の高い違反の取締りを推進 

・運転技能自動評価システム等を活用した個々の運転者の特性を踏まえた安全運転指導を実施 

・横断歩道の利用や信号の遵守など交通ルールの周知にかかる広報啓発活動や幼児・児童に対

する交通安全教育の推進、横断歩道における歩行者保護のための指導取締りを強化 

【県】 

・コンビニ等において反射材を無料配布するとともに、店舗と連携して反射材販売コーナー 

を設置するなど、反射材の着用を促進 

・「自転車安全利用五則」を活用し、自転車の通行ルールを周知するとともに、損害賠償責任

保険等への加入について制度化し促進を図る 

・安全運転サポート車を購入する高齢者を支援するとともに、乗車体験会を実施するなど、 

安全運転サポート車の普及を促進 

・事業者と連携し、「横断歩道ストップ宣言（仮称）」のマグネットシートを社有車に貼付す

ることで、歩行者優先意識を向上 

・道路交通事故原因の調査研究を実施し、事故予防の施策を確立 

第５ テロ、大規模災害等から県民を守ります 

【警察】 

・原子力発電所等の重要施設の警戒警備、官民一体となった爆発物原料対策やホテル等の悪用防止

対策、多数の者が集まる場所におけるドローンや車両等を使用したテロ未然防止対策を推進 

・危機管理態勢の不断の点検や訓練等を通じた対処能力の向上等、大規模災害対策を推進 

【県】 

・地震やゲリラ災害などに備え、災害が発生する前段階で国や市町、防災関係機関との連携や、

住民の速やかな避難受け入れのためのＳＮＳ活用など迅速かつ的確な初動対応の実施 

第６ 治安基盤を強化します 
【警察】 

・生活支援金の給付や、経済的負担の軽減に資する医療費などの公費負担制度の拡充・運用を図る 

・先端技術等の整備・活用を促進し、デスクワークの省力化等を進め、現場活動の強化を図る 

【県】 

・犯罪被害者支援の気運を醸成するためのフォーラムを開催するとともに、施策集を作成する 

など犯罪被害者等支援の内容について周知 

 

重要犯罪の検挙率１００パーセント 

年間交通事故死者数２５人以下 
 

取組項目 

第１ 子ども、女性、高齢者を犯罪から守ります 

【警察】 

・児童虐待事案に対しては、児童の安全確保を最優先とし、児童相談所との２４時間体制による 

情報共有など、関係機関と連携した対応を徹底 

・登下校時間帯における通学路の重点的な警戒・パトロール、不審者情報等の共有・提供、「ながら見守り活動」 

の拡大など、子どもの安全対策を推進 

・ストーカー、ＤＶ事案等に対しては、被害者の安全確保を最優先とし、行為者の検挙、禁止命令等 

の行政措置および被害者の保護対策を徹底 

・特殊詐欺の被害を防止するため、最新の犯行手口や防犯対策等につき、タイムリーに情報提供す

るとともに、「安全・安心サポーター」との連携による広報啓発活動を推進 

【県】 

 ・重点見守りデーの実施など通学路の危険箇所点検により地域ぐるみの子どもの見守り活動を推進 

・「夕方見守り運動協力店」やドラレコ見守り協力者を拡げるなど、見守り活動の促進 

・増加する児童虐待について、通告受理後２４時間以内に安全確認を行うとともに、警察や学校な

ど関係機関との連携を強化し、子どもの安全を最優先に対応 

・ＤＶについて、県内の配偶者暴力被害者支援センターにおいて面接や電話により夜間も含め対応

するとともに、国の窓口でＳＮＳやメールなどによる相談が２４時間３６５日可能なことを周知 

・性暴力事案に対しては、２４時間３６５日の相談体制に加え、ワンストップ支援センターへの 

 専任職員配置など相談支援体制を強化 

・ケアマネージャー等に対する消費者トラブル防止研修の実施など、高齢者の見守り支援の推進 

第２ 犯罪の起きにくい社会をつくります 

【警察】 

・犯罪に関する情報提供や装備の貸出により、防犯隊やふくいマイタウン・パトロール隊等による 

 自主防犯活動を支援 

・情報提供・助言により、公共施設や自治会等における防犯カメラの設置を促進 

・犯罪手口別の多発地域・時間帯等に的を絞った制服警察官やパトカーによるパトロールと職務質問を強化 

【県】 

・地域の効果的な自主防犯活動を推進し犯罪を防止するため、防犯カメラの設置を支援 

第３ 犯罪の取締りを強化します 

【警察】 

・重要犯罪や暴力団犯罪などの取締り、来日外国人犯罪対策やサイバー犯罪対策の推進 

 

数値目標 

 はじめに 

 

長期ビジョン 
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